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 （2）                    Z、（α）＝Σl exP｛一αH（s1，．．．，∫、）｝
                  ｛8i｝
ここでHは前述のハミルトニアンである．そして，次の母関数盲を導入する．
                    oo   n （3）         互（P，α，μ）＝ΣΣe一助eμmZ。，m（α）
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           マルチフラクタル集合のスピン系表現
                       名古屋大学工学部本田勝也
一自己相似性という条件下ではあるが，フーリエ解析では捉え切れたい複雑た図形を定量的に
特徴っげ解析する手段としてフラクタル次元は非常に有効であり，多くの分野で適用されてき
た．フラクタル研究は，その後マルチフラクタル次元とセルフ・アファイソ図形に発展してき
